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非接触型色彩装置による歯肉色の測色（予報）
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　目的：第一報で歯牙の測色にVideo　Digitizer

を応用することを述べた。今回は部屋全体を標準

光源で照明し、測色位置が測定データに与える影

響について検討した。また、カメラの設定値、感

度特性の数学的補正方法にドットむらの吸収に必

要なドット数ついても報告する。

　材料および方法：Video　DigitizerにDigital

Arts社製Hyper　Vision＋．フレームバッファーに

同社製Hyper　Frame＋．コンピュータにEPSON製

PC－286VGを用いた。カメラは京セラ製KD－H170を

用いた。測色に使用した部屋は横幅と奥行きが

1．46m、高さが2．18mのレントゲン室で内壁およ

び床は白色に塗装した。光源としてNationa1製自

然色蛍光灯FL－20SD－SDLを3本用い、光源の20cm

下方に80cm×80cmの白色の反射板を付けた。この

部屋の測色可能な範囲を求めるため、測色部位を

様々に変えて計測した。

　結果：明度70％前後の対象物が色差1．4以内で

測色できる範囲を基準点からの距離で示す。①横

幅x縦幅：13cm・x・9cm以上②奥行：±15cm以上

③カメラ被写体間距離：±5cm以上④角度：

±10°。カメラの設定は次の場合に好結果が得ら

れた。①シャッタースピード：1／60秒②絞り：

F4．0③ゲイン：＋6dB④ホワイトバランスはカメラ

を横壁に向け通法のマニュアルに基づく設定を行

う。またドットむらの吸収に必要なドット数は12

x12ドット以上であった。

　考察：カメラの感度は二次微分した値が負とな

る特性である。これを二次関数に近似化したとこ

ろ、Nが6．0～9．0の無彩色で色差は1．0以内の

値が得られた。

〈目的＞1従来，光学器械を用いて歯肉色の測色

を行う場合の装置としては，接触型の測色計が用

いられている。しかし，歯肉色は接触する事によ

り色彩に容易に変化を生じる。そこで非接触型色

彩分析装置を用いて歯肉色の測定を試みた。

〈方法〉：測色計は，日立製作所製色彩分析装置

C－1020を用いた，，本装置は，望遠レンズにより

試料の反射光を分光器に取り込む分光測色計であ

り，一定条件の照明下に置かれた試料の分光反射

特性を測定する。測色は自然光を遮蔽したコンバ

クトルーム内で行った。部屋の照明光には，東芝

ライテック社製D65蛍光ランプを用い，　さらに

Seric社製人工太陽照明灯So］ax　X　C　一一100を測

色部の補助照明光として用いた。接眼レンズに格

子状の座標を言己入し，　測色部位と測色面積の確

認を行った。今回は照度変動が測色値に及ぼす影

響について観察した、，並びに測色部位が測色値に

及ぼす影響

く結果及び考察〉：1）標準白色板の照度を2900

1xとした時を白基準として，それより照度を落と

していった場合の分光分布を調べた結果，照度が

1001x減少することに分光反射率は5～6％減少

し，25001x以下では直線性を失った。2）照度

が減少すると三刺激値は減少する傾向にあったが，

必ずしも色度の減少を示すわけではなかった。3）

今回の条件ドでは，測色可能領域は3　m”×3陥以

下であり，限定された小範囲における測色が不可

能な場合があった。4）小面積の測色を可能とす

る為に，テレコンバータ2機の使用と照度の増加

が’必要と考える。
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